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2
活 動 内 容
2―1　女性研究者に対する支援体制及び相談体制の拡充
2―2　研究活動を支援する者の配置
2―3　柔軟な勤務体制の確立
2―4　本学教職員を対象とした意識啓発のための活動
2―5　女子学生の博士課程進学者を増加させる取組
2―6　女性研究者の能力を引き出すための取組
2―7　学内設備の拡充
2―8　女性研究者の採用人数及び
　　 上位職女性研究者を増加させる取組
2―9　女性研究者ネットワークへの参画と活用
2―10 本学男女共同参画推進の取組に関する広報の充実
2―11 男女共同参画推進に関するアンケート
2―12 時系列活動内容
M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
　平成 26 年 1 月から女性研究者支援ユニットとして活動する事務補佐員が着任し準備をすすめ、3月に
コーディネータ（特任教授）と特定専門職員が着任して本格的に活動を開始した。女性教員や男女共同
参画推進室員との情報交換により、これまでの男女共同参画推進室の活動状況を把握するとともにライ
フイベント期の支援の要望を聞き取り、推進室会議での検討および学内調整を経て、支援体制を整え
た。同年 4月からは、教育・研究棟 1号館A331 室に相談や休憩スペースを備えた女性研究者支援ユニッ
トとしての部屋を構え、対応にあたることができた。相談は妊娠中・育児中の女性教職員ら当事者から
のもののほか、それら教員の所属領域長、学科長等、妊娠中の外国人博士課程院生および交換留学生に
関する国際交流センターからの相談など多彩であった。
　支援内容については、ウェブページでの案内のほかに、教職員への学内メールおよび支援対象候補者
への電話連絡などで以下の支援体制を周知し、相談を受け付けた。
　参考図書の閲覧・貸出（3-6 図書リスト）
　ライフイベント期の研究者への研究支援員配置（2-2）
　ベビーシッター・シルバーシッター経費の助成
　緊急時のタクシー経費の助成
　ライフイベント期の自家用車通勤の学内駐車使用許可手続きの案内等
　参考図書としてはプロジェクト経費で購入したもののほか、大学経費での購入や、教員からの寄贈も
多く含み、A331 室での閲覧・貸出のほか、学内便での貸出にも対応した。
　シッターについては、夜間等の通常勤務ではない時間帯に大学関係の催しがあるときに支援するもの
で、補助金対象者ではない育児中の女性教員および育児中の男子学生（夜間主の学生で、配偶者が緊急
入院していた期間）に対し、大学経費で支援した。
　駐車場使用については、本学では自家用車通勤には、通常、自宅からの距離が 2km以上という制限が
あるが、妊娠中や育児・介護中の場合はこの制限なしで学内駐車場を利用できるとするもので、2名から
利用申請があった。
2―1 ◦女性研究者に対する支援体制及び相談体制の拡充
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